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研究分野 老年看護学

学位 修士(看護学)

学歴 2016年 城西国際大学看護学部看護学科 卒業、2023年 埼玉県立大学保健医療福祉学研究科看護学専修 修了

氏名 阿部真純 部署 看護学科 職名 助教

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2023年 埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科 助教

所属学会（役職）日本老年看護学会、日本看護科学学会、日本在宅ケア学会、埼玉県立大学保健医療福祉科学学会（委員）

１．研究業績

（１）著作

該当なし

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（２）論文

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

看護業務のヒューマンエラーを未然に防

ぐための小型ロボット共同開発と導入効

果

共同 日本看護科学学会、熊本

〇善生まり子、真々田美穂、高瀬裕子、

岩上広子、松元智恵子、阿部真純、原明

子

2024.12

研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

認知症高齢者を介護する男性配偶者の介

護継続意思
共同 埼玉県看護研究会、埼玉 〇岡村茉衣、林裕栄、阿部真純 2024.12

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

（４）その他

老年看護学Ⅲ（看護過程） 15 机間指導やグループワークの見守りを行った。

認知症看護 8
4年次生に対して、長期療養施設における認知症ケアについて講義を

行った。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

ヒューマンケア論 15

老年看護学Ⅱ(援助技術) 15

単元担当者として、高齢者の排泄の自立に向けた看護に関する講義や、

心地よい排泄に向けた看護の演習を行った。各演習指導では、学生が

主体的な学びを促すように関わった。

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称

該当なし

名称 単・共

科目運営の補助や授業の司会、リフレクションの確認等を行った。

老年看護学Ⅰ 8 対面及び遠隔での授業が円滑に進むようにサポートした。

老年看護学Ⅳ(地域とケアシステム) 8

3年次生に対して、高齢者福祉施設におけるケアプランの活用について

講義を行った。埼玉県内の特養に情報提供してもらい、事例を交えなが

ら説明した。
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（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

老年看護学実習Ⅰ 2024.4～2024.6
2カ所の老人福祉センターにおいて元気高齢者とのコミュニケーション

を中心とした実習指導をした。

老年看護学実習Ⅱ 2024.11～2024.12

回復期リハビリテーション病棟での実習指導を行った。高齢者の強みを

活かした看護展開や多職種連携、認知症を有する高齢者への看護を指導

した。

IPW実習 2024.10
教員ファシリテータとして、学生チームの事前学習および臨地実習の環

境を整備し、チーム活動が円滑に進むように支援した。

卒業論文 主指導 名 副指導 2名

総合実習 2024.4～2024.7

特別養護老人ホームや介護予防教室、デイサービス等での実習指導を

行った。学生個々の学習課題が達成できるよう、臨床指導者と連携を

とりながら指導した。

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

卒業研究（老年看護学領域）の運営 2024.4～2025.3 卒業研究発表会の運営や卒業研究論文集の作成を行った。

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

オープンカレッジ講座 老年看護学領域 卒業生交流会(老年看護学領域) 2024.10

チームビルディング研修 社会福祉法人誠会 チームビルディング研修 2024.12～2025.1

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

埼玉県立大学保健医療福祉科学学会 会計委員 2024.4～2025.3

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

該当なし

該当なし

埼玉看護研究会 奨励賞（共同研究者） 埼玉県看護協会 2024.12

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

学科等における委員会等 看護学科会議の書記を行った。 2024.4,2025.1

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

８．特記事項

大学広報活動 オープンキャンパスで老年看護学領域のブースを担当した。 2024.8

大学広報活動 埼玉県立川口高等学校1年生に向けて実習室見学における説明を行った。 2024.10

５．学内運営

項目 内容 期間


